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（1） 令和 3年 7月 15日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています
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友愛訪問説明会

　城南区シニアクラブ連合会の令和 3 年総会は、5 月 11 日（火）

に開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染予防の観

点から、開催を中止しました。そのため、郵送による書面表決を行

い、賛成多数で 4 議案ともご承認をいただきました。

　令和 3 年度の事業につきましては、囲碁・将棋大会および演芸

大会が中止となりましたが、今後の状況を見ながら慎重に判断し、

実施に努めてまいります。今後とも会員の皆様のご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。

　なお、書面表決の結果は以下の通りとなりました。

コロナ禍のためコロナ禍のため
� 昨年に続き書面表決� 昨年に続き書面表決

城南区シニアクラブ連合会 令和 3 年総会

会員（単位クラブ会長 55 名・校区女性部長 9 名）64 名
表決参加 59 名：会員総数の過半数の参加により総会成立

【議案表決】
議案第 1 号 令和 2 年度事業報告	 賛成 59 名（100％）で成立
議案第 2 号 令和 2 年度決算報告・監査報告	 賛成 59 名（100％）で成立
議案第 3 号 令和 3 年度事業計画（案）	 賛成 59 名（100％）で成立
議案第 4 号 令和 3 年度事業予算（案）	 賛成 58 名（98.3％）で成立

総会（書面表決）結果総会（書面表決）結果 ※各クラブ会長宛にお知らせ済み

過去の説明会の様子過去の説明会の様子

郵送対応で感染対策を徹底郵送対応で感染対策を徹底
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実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

4

2日（金）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

6日（火）校区女性部長会 会長・副会長・
校区女性部長

城南市民センター
実習室

8日（木）第1回運営委員会 運営委員 城南市民センター
実習室

5

6日（木）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

11日（火）
第2回運営委員会 運営委員 城南市民センター

第1会議室

総会 単位クラブ会長・
校区女性部長

城南市民センター
第1会議室

14日（金）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

21日（金）市）第48回老人クラブ  
     通常総会

単位クラブ会長・
校区女性部長 福岡市民会館

6
3日（木）第3回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

11日（金）囲碁・将棋大会 高齢者 城南市民センター
会議室

7

5日（月）第4回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

8日（木）演芸大会 高齢者 城南市民センター

15日（木）広報紙「ふれあい」
第72号発行 会員等

29日（木）市）囲碁・将棋大会 区代表 市民福祉プラザ
601・602

8 5日（木）第5回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9

1日（水）市）第57回高齢者
　 保健福祉大会 市高齢者 福岡市民会館

6日（月）
第 6 回運営委員会 運営委員 城南市民センター

第1会議室
単位クラブ
リーダー研修会 

単位クラブ会長・
校区女性部長

城南市民センター
第1会議室

13日（月）市）健康づくりリーダー     
     研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ501外

15日（水）

グラウンド・ゴルフ
代表者会議

会長・副会長・
体育部会員等 城南区役所大会議室

 「老人の日」（老人週間 15 日～ 21 日）

社会福祉施設訪問事業
施設希望想定日

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）飛鳥

20日（月）

社会福祉施設訪問事業
施設希望日

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

全国一斉「社会奉仕の日」会  員 各校区

24日（金）シニア教養講座
（写真教室①） 高齢者（一般公募）城南区役所小会議室

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

10

1日（金）シニア教養講座
（写真教室②） 高齢者 撮影会（場所未定）

4日（月）

市）高齢者ゲートボール
     大会（予備日 5 日） 区代表チーム 山王公園

第 7 回運営委員会・
校区女性部長会

運営委員・
校区女性部長 城南区役所大会議室

ソフトダーツ講習会 運営委員・女性部長・
競技役員 城南区役所大会議室

6日（水）グラウンド・ゴルフ
大会（予備日 8 日） 校区推薦代表 西南杜の湖畔公園

12日（火）

〜

17日（日）
市）高齢者美術展 高齢者

（一般公募） 福岡市美術館

15日（金）シニア教養講座
（写真教室③） 高齢者 城南区役所大会議室

20日（水）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所小会議室

25日（月）市）高齢者グラウンド・ゴルフ   
大会（予備日28日） 区代表 舞鶴公園

10

〜

11

29日（金）

〜

2日（火）
ねんりんピック岐阜大会 岐阜県

11

4日（木）
第 8 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

単位クラブ女性部長研修会 女性部長 城南区役所大会議室

17日（水）シルバーバスハイク 高齢者
（各校区割当） 行先：門司港レトロ

25日（木）ソフトダーツ大会 高齢者 城南体育館

12

3日（金）第 9 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9日（木）市）女性部会研修会 区部会員・推進員 市民福祉プラザ
402・ホール

10日（金）シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

1

1日（土）広報紙「ふれあい」
第 73 号発行 会員等

6日（木）第 10 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

24日（月）

〜

28日（金）
文化作品展 高齢者

（一般公募） 会場　未定

25日（火）市）老人クラブリーダー
     養成研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ 601

2
2日（水）市）高齢者

　 ソフトダーツ大会 区代表 福岡市民体育館

7日（月）第 11 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

3 4日（金）
第 12 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

友愛訪問説明会 友愛訪問班長等 城南区役所
大・小会議室

城南区シニアクラブ連合会   城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表行 事 予 定 表令和 3 年度令和 3 年度

◎　運営委員会　10：00～
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30～
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

令和3年度  老人クラブ表彰（敬称略）

1　老人クラブ育成功労者（単位老人クラブ会長）
　　�（要件：単位老人クラブ会長として、5年以上在職し、

老人クラブの育成発展に尽力した者 )

受賞団体名 代表者 校　区

第2五葉会 木本 己恵子 鳥　飼

田島華の会 赤松 　瓊子 田　島

風雪会 武富 　孝二 金　山

金山櫻 星野　 　弘 金　山

東油山長寿会 若林 　静代 南片江

樋井川４丁目
豊寿クラブ

戸高 　輝美 堤

堤１丁目長寿会 松吉 　良典 堤　丘

2　老人クラブ育成功労者(地区・校区女性部長)
　　 �（要件：地区・校区女性部長として、5年以上在職し、

女性部の育成発展に尽力した者）

受賞団体名 代表者 校　区

七隈本町健寿会 門田 　行子 七　隈

堤１丁目長寿会 安藤 カズエ 堤　丘

3　優良老人クラブ表彰
　　�（要件：設立５年以上の単位老人クラブでその活動

が優秀で、他の範と足りると認められるもの）

受賞団体名 代表者 校　区

第2五葉会 木本 己恵子 鳥　飼

中浜団地老人クラブ
すみれ会

森田 美智子 鳥　飼

4　地域活動賞
　　�（要件：地域活動賞表彰規程第4条の規定に基づき、

老人クラブ活動として優れた地域活動を実践してい

る団体を表彰するもの）

受賞団体名 代表者 校　区

七隈南町長寿会 臼杵 　利勝 七　隈

※�優良老人クラブ、及び地域活動賞の代表者名は、令和
２年度の単位クラブの名簿に基づくもの。

受賞された皆さん受賞された皆さん
おめでとうございます！おめでとうございます！

今後ますますのご活躍を期待しています今後ますますのご活躍を期待しています

役　職 校　区 氏　名 役　職 校　区 氏　名

会　長 金　山 内原 　　悟

委　員

鳥　飼 永井　 耕一

副会長
堤 戸高 　輝美 田　島 野崎　 賢治

女性部（七隈） 門田 　行子 長　尾 津留﨑 利雄

庶　務 女性部（堤丘） 安藤 カズエ 南片江 山本 　　嚴

会　計 女性部（鳥飼） 小野 やす子 女性部（金山） 筒井代志恵

監　事
別　府 大野　 晴信

七　隈 丸田　 正博

令和 3 年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

　今年度も委員一丸とな
り、魅力的なクラブづく
りに努めてまいります。

部門：その他（自治会との連携活動）
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

11
月
26
日
（
木
）、
第
11

回
城
南
区
高
齢
者
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
大
会
を
城
南
体
育
館

に
て
、
78
名
の
参
加
の
も
と

し
、
高
得
点
ゾ
ー
ン
に
狙
い

を
定
め
て
ダ
ー
ツ
を
投
げ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、カ
ウ
ン
ト
・

ア
ッ
プ
の
部
で
は
、
別
府
校

区
の
大
野
晴
信
氏
が
５
３
９

点
の
高
得
点
で
見
事
優
勝
。

ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の

部
で
は
、
各
班
で
最
後
ま
で

勝
ち
抜
い
た
12
名
が
優
勝
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。両
部
門
の
上
位
者
・

優
勝
者
は
重
複
が
少
な
く
、

両
種
目
の
特
徴
が
よ
く
現
れ

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
岡
市
高
齢
者
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
は
、
2
月

4
日
（
木
）
に
福
岡
市
民
体

育
館
に
て
開
催
し
、
城
南
区

か
ら
は
6
名
が
出
場
予
定
で

し
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま

☆カウント・アップ☆
順　位 班 氏　　　名 校　区 得　点
優　勝 12 班 大野 　晴信 別　府 539
準優勝 12 班 大津山 喬弘 南片江 526
第 3 位 2 班 谷脇 　喜理 田　島 469

特別賞　今大会の最高齢者は次の方々でした
男　性 小林 　　岌 鳥　飼 94 歳
女　性 原田 サツエ 七　隈 89 歳

☆アンダー・ザ・ハット☆　※各班優勝者
班 氏　　　名 校　区 班 氏　　　名 校　区

1 班 古賀　修一 堤　丘 7 班 斎藤　邦子 別　府
2 班 中原　博司 鳥　飼 8 班 中嶋　純一 七　隈
3 班 瀧田　　晋 城　南 9 班 田中　定義 七　隈
4 班 森　　俊夫 堤 10 班 金子 琢一郎 田　島
5 班 永野 美恵子 田　島 11 班 竹堂　義夫 鳥　飼
6 班 雲上院 亮介 堤　丘 12 班 島田 正太郎 堤　丘

大会結果

（敬称略）

　

私
た
ち
の
町
、
長
尾
校
区

を
紹
介
し
ま
す
。
地
図
で
は
、

ち
ょ
う
ど「
象
」の
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
は
、

11
自
治
会
あ
り
、
校
区
の
中

心
を
流
れ
て
い
る
樋
井
川
を

は
さ
ん
で
両
側
に
存
在
し
ま

す
。
ま
た
、
単
位
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
を
設
立
し
て
い
る
の
は

唯
一
、
長
尾
5
丁
目
の
み
で
、

会
員
の
加
入
も
み
ん
な
で
協

力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
校
区
の
人
口
と
世

帯
の
状
況
を
少
し
お
話
し
ま

す
。
長
尾
校
区
の
人
口
数
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
世
帯
数
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
人
口
は

区
内
で
4
番
目
に
多
く
、
高

齢
化
率
は
２
０
２
０
年
に
初

め
て
区
の
平
均
を
は
る
か
に

超
え
た
状
態
で
す
。
ち
な
み

に
、
区
の
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
の
平
均
は
25
・
3
％
、

長
尾
校
区
は
25
・
5
％
で

す
。
内
訳
は
、
世
帯
数
は

６
４
５
０
で
、
総
人
口
は

１
２
８
７
７
人
、
市
統
計
令

和
2
年
9
月
末
現
在
の
も
の

で
す
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
長
尾
5

丁
目
は
、
１
０
１
５
世
帯
、

人
口
数
は
１
９
４
２
人
で

す
。
70
歳
以
上
の
高
齢
者
は

２
１
７
人
以
上
で
高
齢
化
率

は
約
11
％
で
す
。実
態
は
も
っ

と
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
反
面
、
出
生
率
は
、
6
・

7
％
と
低
い
状
態
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
単
位
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
と
表
裏
一
体
の
構
成

で
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
対
策
の

た
め
諸
々
の
行
事
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
出
前

講
座
を
年
に
3
回
ほ
ど
行
っ

て
お
り
、
そ
の
他
に
も
認
知

症
の
予
防
、
男
の
料
理
、
歯

の
健
康
、
毎
月
の
誕
生
会
、

ひ
な
祭
り
、
端
午
の
節
句
、

七
夕
ま
つ
り
、
ダ
ー
ツ
、
輪

投
げ
等
を
行
い
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
も
「
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
声
を

聞
き
ま
す
。
地
域
に
根
差
し

た
温
も
り
の
あ
る
人
と
人
と

の
絆
を
よ
り
強
く
、
お
互
い

に
支
え
合
い
、
向
こ
う
三
軒

両
隣
の
精
神
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
巻
き
込

む
事
件
・
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
は
、
社
会
を
支
え
て

い
く
大
切
な
宝
物
で
す
。
保

護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
私
た
ち
も
登
下
校
の
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
強
化

し
、
安
全
安
心
の
明
る
い
町
、

長
尾
の
発
展
の
た
め
に
も
元

気
で
い
る
限
り
は
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
尾
校
区
　
長
尾
第
一
朋
友
会

超
少
子
高
齢
化
が
進
む

�

子
ど
も
は
宝
物

会
長
　
津
留
﨑
　
利
雄
（
87
）

大
野
晴
信
氏
が
頂
点
に
輝
く

大
野
晴
信
氏
が
頂
点
に
輝
く

第
11
回
城
南
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
、
例
年
に

比
べ
、
参
加
者
が
半
数
以
下

と
い
う
少
し
寂
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
参
加
者

全
員
で
競
う
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
と
、
班

別
の
個
人
戦
（
勝
ち

抜
き
）
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・

ハ
ッ
ト
の
2
種
目
で

行
い
ま
し
た
。
上
位

入
賞
者
は
市
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
市
大

会
へ
の
出
場
を
目
指

し
た
。

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
少
な

い
ス
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
得
点
を

暗
算
で
出
す
こ
と
が
多
い
た

め
、
身
体
だ
け
で
な
く
「
脳

の
運
動
」
に
も
な
り
ま
す
。

　

各
校
区
の
公
民
館
や
い
こ

い
の
家
な
ど
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
今
年
は
区
大
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

　

私
は
今
年
75
歳
に
な
り

ま
す
。
標
題
の
よ
う
に
、
ま

さ
に
「
何
時
の
間
に
か
」
75

歳
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
退
職
後
、
12
年
が

経
ち
（
63
歳
ま
で
現
役
で
し

た
）、
今
思
え
ば
こ
の
間
は
、

大
変
短
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

退
職
し
て
し
ば
ら
く
は

「
爆
睡
し
て
や
ろ
う
」
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
1
カ
月

も
経
た
な
い
内
に
「
も
う
い

い
や
！
」
と
思
い
、
な
に
げ

な
く
天
神
の
「
ア
ク
ロ
ス
福

岡
」
に
通
っ
た
も
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
見
つ

け
た
も
の
は
、
日
本
の
古
代

史
で
し
た
（
漫
画
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！
）。
私
は
元
々
、

親
の
勧
め
も
あ
り
、
工
業
系

の
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
私
の
心
の
奥
底
に
流

れ
て
い
た
も
の
が
、
目
を
さ

ま
し
た
の
で
す
ね
。
先
に
日

本
の
古
代
史
の
と
り
こ
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
12
年
間
、
こ

の
問
題
が
私
の
趣
味
の
一

番
手
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
古
代
史
と
言
っ
て
も
、

６
０
０
〜
８
０
０
年
代
よ

り
前
の
時
代
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
以
前
は
、
日
本
の
高
名

な
先
生
方
も
明
確
な
答
え

を
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
自
説
を
展
開
さ
れ

ま
す
し
、
ロ
マ
ン
も
あ
る
！

（
最
近
テ
レ
ビ
で
も
言
っ
て

い
ま
し
た
が
！
）

　

私
も
日
頃
か
ら
疑
問
に

思
っ
て
い
た
こ
と
が
少
し

ず
つ
分
か
り
始
め
ま
し
た
。

こ
の
間
の
私
に
と
っ
て
の

12
年
間
は
早
い
も
の
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
先
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
？
誰
も

分
か
り
ま
せ
ん
（「
過
去
に

つ
な
が
っ
た
現
在
・
未
来
が

あ
る
！
」
古
代
史
の
謎
の
よ

う
に
！
）。

　

私
の
探
究
心
は
、
た
と
え

近
い
未
来
、
答
え
が
出
な
く

て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
（
継
続
的
な
研
究
が
な

さ
れ
て
い
れ
ば
い
つ
か
は

…
！
）。

　

と
り
と
め
の
な
い
思
い

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
退

職
後
の
思
い
を
ゆ
っ
く
り

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

時
間
を
持
ち
得
ま
し
た
こ

と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七隈校区　菊寿会
会長　轟　達也（75）

何時の間にか…何時の間にか…

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

七
隈
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
呼
び

か
け
て
、
今
年
で
16
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
七
隈
本
町
健

寿
会
の
あ
い
さ
つ
運
動
で

す
。
こ
の
運
動
は
、
町
内
で

人
を
大
切
に
す
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
あ
い
さ
つ

を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
め
、
あ
い
さ
つ

が
飛
び
交
う
明
る
い
町
に

し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
な
か
な
か
あ
い

さ
つ
の
意
図
が
浸
透
せ
ず
、

無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

虚
し
い
現
象
が
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
継
続
す
る
う

ち
、
少
し
ず
つ
心
の
温
か
さ

が
通
じ
合
う
よ
う
に
な
っ

て
き
て
、
成
果
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
あ
い
さ
つ
が

飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
を
し
合
う
朝

の
景
色
は
、
晴
れ
た
日
や

雨
、
風
、
雪
の
日
も
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
7
月
に
台
風
が
接

近
し
、
ち
ょ
う
ど
子
ど
も
た

ち
が
登
校
し
て
い
る
時
で

し
た
。
強
い
風
雨
を
受
け
な

揺
さ
ぶ
ら
れ

る
思
い
で
し

た
。

　

今
で
は
、

子
ど
も
た
ち

の
あ
い
さ
つ
は
、
自
分
た
ち

か
ら
先
に
行
う
よ
う
に
な

る
等
、
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
で
も
住
民

同
士
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
一
隅
を
照
ら
す
」
を
継

続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

町
全
体
が
明
る
く
元
気
な

町
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

七
隈
校
区
　
七
隈
本
町
健
寿
会

一
隅
を
照
ら
す

�

あ
い
さ
つ
運
動

七
隈
本
町
健
寿
会
　
福
島
　
貞
昭
（
81
）

継
続
は
力
な
り

台
風
時
の
あ
い
さ
つ
の

呼
応
に
感
動

が
ら
、
傘
も
前
に
倒
し
な
が

ら
登
校
し
て
き
た
時
に
、
私

た
ち
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。
台
風
に
負
け
る
な
、

が
ん
ば
れ
」
と
大
き
な
声

で
呼
び
か
け
励
ま
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
呼
び
か

け
に
呼
応
す
る
よ
う
に
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
台
風

な
ん
か
に
負
け
ん
ぞ
ー
」
と

大
き
な
声
を
出
し
、
友
達
同

士
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

た
く
ま
し
く
登
校
し
て
い

き
ま
し
た
。
私
た
ち
地
域
の

者
と
子
ど
も
た
ち
の
心
が

一
体
と
な
っ
た
よ
う
で
感

動
し
ま
し
た
。
心
の
琴
線
が
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

南
片
江
第
一
長
寿
会

�

天
本
　
宏
（
80
）

古
代
の
国
際
交
流
拠
点
　
鴻
臚
館

古
代
の
国
際
交
流
拠
点
　
鴻
臚
館

　

大
宰
府
政
庁
の
外
交
施

設
。
飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
の

４
０
３
年
間
、
倭
国
の
迎
賓

館
や
客
館
の
役
割
を
果
た

し
、
そ
の
後
は
対
外
交
易
の

拠
点
。
は
じ
め
、
飛
鳥
・
奈

良
時
代
ま
で
は
筑
紫
館
、
そ

で
き
た
理
由
は
？

外
交
の
時
代

交
易
の
時
代

追
記

の
後
、
鴻
臚
館
の
名
は
唐
の

外
交
施
設
・
鴻
臚
寺
か
ら
取

り
ま
し
た
。

　

百
済
と
は
非
常
に
友
好

的
な
関
係
に
あ
り
、
６
６
０

城
を
築
き
、
那
の
津
口
に

あ
っ
た
那
津
官
家
（
軍
事
・

外
交
・
政
治
を
司
る
）
を
筑

紫
平
野
の
奥
に
所
在
を
移

し
た
。
大
宰
府
政
庁
で
あ

る
。
結
果
的
に
は
報
復
は
な

か
っ
た
。
ヤ
レ
ヤ
レ
。

　

唐
の
政
治
・
宗
教
・
文
化

の
吸
収
の
た
め
、
遣
唐
使
で

あ
る
山
上
憶
良
・
阿
倍
仲
麻

呂
（
唐
で
「
科
挙
」
に
合
格

し
た
唯
一
の
日
本
人
）、
留

学
生
の
吉
備
真
備
、
留
学
僧

で
あ
る
最
澄
・
空
海
の
派
遣
。

６
３
０
年
か
ら
２
６
４
年
間

に
15
回
渡
海
で
8
回
遭
難
、

渡
唐
は
7
回
。
唐
の
衰
運
に

菅
原
道
真
遣
唐
大
使
の
建
議

で
中
止
。（
８
９
４
年
）
外

来
植
物
の
梅
の
木
・
桜
の
木

も
持
ち
帰
る
。
遣
新
羅
使
派

遣
は
22
回
。

　

唐
・
宋
や
新
羅
商
人
が
来

訪
し
、
対
外
交
易
の
拠
点
と

な
る
。
中
国
産
陶
磁
器
・
新

羅
陶
器
・
西
ア
ジ
ア
産
ガ
ラ

ス
容
器
・
イ
ス
ラ
ム
陶
器

な
ど
、
こ
こ
か
ら
出
土
し

た
。
陶
磁
器
は
１
３
０
０
度

　

5
年
間
（
月
4
日
・
土

日
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
常

駐
ガ
イ
ド
を
「
鴻
臚
館
」
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
客

様
は
県
外
の
方
が
95
％
以

上
で
、
予
備
知
識
を
持
た
れ

た
方
が
大
半
で
し
た
。

年
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
よ
り

百
済
は
滅
亡
。
６
６
３
年
百

済
復
興
支
援
で
、
白
村
江
の

戦
い
に
2
万
7
千
人
の
軍

を
率
い
て
渡
海
、
結
果
と

し
て
大
敗
。
世
界
国
家
だ
っ

た
唐
。
唐
・
新
羅
連
合
軍
の

報
復
を
恐
れ
、
防
衛
の
た
め

に
、
６
６
４
年
対
馬
・
壱
岐
・

筑
紫
館
の
防
人
・
烽
を
配

置
。
水
城
を
築
き
、
６
６
５

年
に
大
野
城
、
基
肄
城
の
山

以
上
で
焼
き
、
せ
い
ぜ
い

７
０
０
度
で
瓦
を
焼
く
技

術
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
唐
が
い
か
に
先
進
技
術

を
持
っ
て
い
た
か
、
奈
良
時

代
の
ト
イ
レ
も
出
て
き
て
、

わ
が
国
最
古
の
も
の
で
、
ト

イ
レ
跡
か
ら
ち
ゅ
う
木
と

呼
ば
れ
る
木
製
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
も
大
量
に
出

土
。

　

鴻
臚
館
が
あ
っ
た
こ
と

も
知
ら
ず
に
、
約
1
千
年
後

に
福
岡
城
を
築
城
。
江
戸
時

代
か
ら
大
正
の
初
め
ま
で

は
鴻
臚
館
は
博
多
官
内
町

で
あ
る
中
呉
服
町
の
石
堂

橋
付
近
の
蓮
池
が
定
説
。
そ

れ
を
九
大
医
学
部
病
理
学

教
授
中
山
平
次
郎
博
士
が

万
葉
集
の
歌
を
根
拠
に
博

多
ど
ん
た
く
隊
に
紛
れ
こ

ん
で
、
歩
兵
24
連
隊
の
兵
営

に
入
り
、
懐
に
隠
し
持
っ
た

ス
コ
ッ
プ
で
土
を
削
り
実

証
さ
れ
、
大
正
15
年
に
福
岡

部
の
城
内
と
解
明
。

　こんにちは、ご機嫌よう！アクティブシニア

で、笑涯現役（人生 2 度なし）で博多祇園山笠

や博多どんたく松囃子などの祭りや観光案内の

ボランティア・ガイド活動に取り組んでいます。

　遊び心を忘れず楽しく、面白く、生きてまーす。

今日も楽しいなぁー、オッショイ！

笑涯現役！笑涯現役！
生きがいあふれる毎日を生きがいあふれる毎日を

南片江第一長寿会　天本　宏（80）

今までの活動
①福岡歴史探訪ガイドの会：平成 26 年 5 月～
②博多ガイドの会（博多区役所）
平成 26 年 10 月～平成 28 年 6 月
③太宰府天満宮（権禰宜・田中教介さんによる案内ガイド＆補助）
平成 27 年 2 月
④令和の里巡り（太宰府展示館～太宰府政庁跡～坂本八幡宮～
　太宰府天満宮コース：レジメ有り）：令和元年 5 月～
・平成 26 年 3 月：第 1 回福岡検定 初・中級、官兵衛検定 保有

山笠ガイドツアーにて山笠ガイドツアーにて
【写真左より 2 番目】【写真左より 2 番目】

ノルディックノルディック
ウォーキングウォーキング

どんたく隊にも参加どんたく隊にも参加

【ボランティア・ガイド活動】
・鴻臚館・福岡城・櫛田神社・冷泉山龍宮寺
・南岳山東長寺・萬松山勅賜承天禅寺
・横岳山勅賜萬年崇福禅寺・博多祇園山笠ツアー など
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田
島
校
区
　
第
4
桜
会

�

会
長
　
野
崎
　
賢
治
（
79
）

甦
れ
甦
れ
!!!!

ふ
れ
あ
い
の
原
点

ふ
れ
あ
い
の
原
点
まま・

・

・

・

・

・

つ
り
つ
り

　

こ
の
た
び
私
は
、
城
南
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
田
島

校
区
の
会
長
を
、
金
子
前
会
長

よ
り
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、
田
島
5
丁
目
1

区
の
町
内
会
長
と
第
4
桜
会

の
会
長
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は

福
岡
市
の
文
化
財
発
掘
の
作

業
員
と
し
て
従
事
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
回
、
校
区
の
連

合
会
で
あ
る
田
島
校
区
の
会

長
を
拝
命
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
経
験
の
浅
い
私

と
し
て
は
、
と
て
も
不
安
で
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
引
き
受
け
た
か
ら

に
は
、
何
と
し
て
も
責
任
あ
る

行
動
を
し
、
微
力
な
が
ら
も
会

の
お
役
に
立
て
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
広
報
紙
「
ふ
れ
あ

い
」
に
投
稿
を
田
島
校
区
の
事

務
局
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
非
常

に
多
忙
で
困
惑
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

ふ・

・

・

・

れ
あ
い
の
少
な
い
今
日
、
何

が
良
い
か
私
な
り
に
思
い
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
佐
賀
県
唐
津
市
の
生

ま
れ
で
、
旧
国
鉄
東
唐
津
駅
の

近
く
で
育
ち
ま
し
た
。
近
所
に

は
八
幡
神
社
や
松
浦
川
を
小

舟
で
渡
る
と
唐
津
城
が
あ
り

ま
し
た
。

　

幼
い
頃
の
思
い
出
と
し
て
、

八
幡
様
の
境
内
で
盆
踊
り
で

夜
通
し
踊
り
明
か
し
た
こ
と
、

ま
た
秋
に
は
唐
津
神
社
の
大

祭
「
唐
津
く
ん
ち
」
に
父
の
肩

田島華の会　相談役　大神　裕太（89）

つれづれに思う昔のことつれづれに思う昔のこと

　

私
の
一
家
は
福
岡
市
の
姪
浜

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
父
は
九

州
帝
国
大
学
医
学
部
付
属
病
院

の
職
員
で
し
た
。

　

毎
日
が
楽
し
く
、
面
白
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
新
町
の
住
吉

神
社
の
夏
越
し
ま
つ
り
に
は
猿

ま
わ
し
が
来
ま
す
。
投
げ
銭
を

猿
が
集
金
す
る
境
内
に
提
灯
が

灯
さ
れ
昼
間
の
よ
う
な
明
る
さ

に
な
り
ま
し
た
。

　

蛍
も
た
く
さ
ん
い
た
興
徳
寺

山
す
そ
で
は
、
羽
化
し
た
ば
か

り
で
、
と
び
立
つ
ば
か
り
の
蛍

を
両
手
で
す
く
う
と
5
、
6
匹

捕
ま
え
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
民
謡
作
詞
者
不
詳
の
「
蛍

の
光
」
の
詞
の
通
り
、
蛍
の
明

か
り
で
本
が
読
め
る
の
は
本
当

で
し
た
。

　

早
良
炭
坑
、坑
道
掘
り
さ
げ
、

都み
や
こ

町
の
た
ん
ぼ
は
陥
没
し
、

布団は下暖かく上軽く
不眠で死んだ人居ナイ
くすりは非常時　たべもの毎日
糖尿病　負かせる為には万歩計
ホットレモンは　風邪予防
健康法　多すぎて　気が迷い
人生は動　食　眠の盛り合わせ
腹八分　病魔　ギブアップ
塩分　抜けば　血圧も力ぬけ
お袋の　うす味　あとで生き
笑ってる間は　年とらぬ
日々の運動　善玉ふやす
病いの半分　ストレスが原因
塩味ひかえ　酢を生かす
夜食そっくり　体にたまる

健康長寿を目指そう健康長寿を目指そう

車
で
見
物
や
山
車
に
乗
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
等
、
本
当
に
楽

し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
盆

踊
り
や
お・

・

・

・

く
ん
ち
に
は
、
じ
い

ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
父
ち

ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
、
兄
ち
ゃ
ん
、

弟
、
友
達
、
近
所
の
お
じ
ち
ゃ

ん
や
お
ば
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も
も

孫
も
多
く
の
方
が
総
出
で
繰

り
出
し
、
夜
通
し
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
時
期
に
な
る

と
、
遠
く
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て

い
た
人
も
、
結
婚
し
て
遠
方
の

ま
ち
に
行
っ
た
人
も
、
必
ず
故

郷
に
戻
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
盆
踊
り
や
お・

・

・

・

く
ん
ち

を
楽
し
ん
で
、
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
祭・

・

・

り
事
は

人
々
を
な
ご
ま
せ
、
ま
た
い
ろ

ん
な
人
と
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ

ま
さ
に
ふ・

・

・

・

れ
あ
い
の
原
点
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
か
ら
「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
と
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す

が
、
せ
め
て
こ
れ
だ
け
は
実
行

し
て
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
親

睦
を
深
め
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

米
作
り
は
で
き
ず
、
ヌ
カ
ル
ミ

に
な
り
、
そ
の
中
に
鮒
や
ら
な

ま
ず
が
い
ま
し
た
。
手
づ
か
み

し
よ
う
と
す
る
と
、
と
れ
な
か

っ
た
魚
の
方
が
多
く
、
ま
た
逃

げ
る
の
が
早
く
、
や
っ
と
つ
か

ま
え
た
魚
を
母
が
焼
い
て
く
れ

る
横
で
食
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
れ
か
ら
80
年
以
上
、
人

生
50
年
は
昔
の
こ
と
。
今
は
人

生
１
０
０
年
時
代
。
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
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自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは特定感染症に感染した場合や、他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合も対象となります。

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社（担当課）医療・福祉法人部   TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から17：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉

●2021年4月始期契約より24時間型のすべてのタイプに「特定感染症危険補償特約（新型コロナウイルス感染
症を含む）」が追加されました。
●保険の対象となる方は老人クラブ会員に限ります。1人1口加入で年齢制限はありません。加入手続きは所属の
老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体保険です。

②掛金払込の条件：

③補償内容・掛金タイプ：「24時間型：4タイプ」・「活動型：2タイプ」の6タイプから1人１つ選択してください。
複数口加入はできません。

加入申込の人数に関わらず１回の払込につき掛金総額３,０００円以上（追加の場合も同様）
※払込手数料は加入申込者負担となります。老人クラブ・会員個人には保険証券・領収証は発行されません。

2021年10月始期
2022年  4月始期版

補償内容のうち上段は老人クラブ活動中のケガの補償額、下段（   ）内は老人クラブ活動中以外のケガの補償額です。
④掛金内容・補償内容【下記◆重要◆と併せてご確認ください】

傷　害　保　険 〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。自分のケガは対象になりません。
賠 償 責 任 保 険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉

改 定

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・
総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説
明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の
代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な
点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

2021年3月作成　20-TC10866

①保険始期月
　および保険期間

保険始期月
2021年10月
2022年4月

保険期間
2021年10月1日午後4時から1年間
2022年4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2021年7月15日～9月15日まで
2022年1月15日～3月15日まで

（１）「所属する単位クラブが予め計画・実施する活動」および
（２）「市区町村（地区・校区）から全国までの各連合会が主催

する活動イベント」ならびに
（３）「老人クラブ関係者として他団体の活動」への参加・往復

途上を含みます。
（４）事故証明者：単位クラブ関係者、参加した主催老連関係者

⑥（注1）往復途上とは、自宅(マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む)を出てから、クラブ活動場所までの通常経路を指します。
⑦（注2）後遺障害保険金は､死亡保険金と合算した金額が補償の上限額となります。後遺障害の程度に応じて､後遺障害保険金の4％～100％が支払われます。2021年4月始

期契約より、全タイプで後遺障害保険金が対象となりました。
⑧（注3）手術保険金として、入院中は入院保険金日額の10倍、外来（入院中以外）は5倍がお支払対象となります。傷の処置や抜歯等お支払いの対象外の手術があります。
⑨（注4）特定感染症危険補償特約。2021年4月始期契約より24時間型の全タイプに追加となりました。新型コロナウイルス感染症を含む特定感染症を発病した場合に、後遺

障害保険金、入院保険金、通院保険金について（除く死亡保険金、手術保険金）補償の対象となります。
⑩（注5）特定感染症、地震・噴火・津波危険補償、熱中症危険補償はクラブ活動中・活動以外を問わず24時間対象ですが、補償額はⒶ死亡保険金（除く特定感染症補償）、Ⓑ後

遺障害保険金、Ⓒ 入院保険金日額、Ⓓ通院保険金日額の下段（ ）内の補償額（活動中以外の補償額）となります。
⑪（注6）1事故について1億円を限度に保険金をお支払いします。自動車等を運転中に生じた事故については対象外となります。

◆重要◆

⑤【クラブ活動中とは】

タイプ

補償内容

対象となる保険金

対象となる保険金

対象となる保険金

（A死亡保険金は対象外です）

（保険金額）

クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)の

ケガを補償します。
1名あたりの
年間掛金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型補償充実 活  動  型

8,000円 5,000円 3,500円 1,000円 500円12,000円

新

（注2）

（注3）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額
１事故につき30日限度

１事故につき30日限度

（注6）（自転車事故も含む）
個人賠償責任補償

（注4）

（注5）

（新型コロナウイルス感染含む）
特定感染症危険補償

地震・噴火・津波
  危険補償

熱中症危険補償

A

A

B

C

D

（注5）B C D

B C D

（注5）A B C D

321万円
（151万円）
321万円
（151万円）
6,300円
（2,300円）
3,700円
（1,100円）

185万円
（100万円）
185万円
（100万円）
3,200円
（1,200円）
2,050円
（750円）

172万円
（87万円）
172万円
（87万円）
3,050円
（1,050円）
1,950円
（650円）

106万円
（61万円）
106万円
（61万円）
1,800円
（800円）
1,150円
（500円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

1億円限度 1億円限度

その日の参加者を記
録しましょう

⑨参加者の把握

会場の収容人数の半
分の人数で集まりま
しょう

④密集を避ける

向かい合っての会話や
食事は避けましょう

⑦飛沫を避ける

外出前に体温を測
り、発熱または風邪
の症状があるときは
休みましょう

①健康チェック

１時間に 2 回程度、窓
やドアを開けて、風通
しをよくしましょう

⑥密閉を避ける

水と石けんで 30 秒
ほ ど か け て 洗 い ま
しょう

②手洗い

症状がなくても必
ずマスクをつけま
しょう

③マスク着用

人との間隔はできる
だ け 2 ｍ は あ け ま
しょう

⑤密接を避ける

帰宅後は、すぐに着
替え、手や顔を洗い
ましょう

⑩持ち帰らない

食事をするとき料理
や飲み物は個々に分
けましょう

⑧接触を避ける

クラブ活動はクラブ活動は新しい生活様式新しい生活様式
4 4 4 4 4 4 44 4 4 4 4 4 4

で楽しもう！で楽しもう！ 以下の 10 カ条を守り
クラブ活動を続けましょう

ク
ラ
ブ
活
動
も

日
常
生
活
も
備
え
て
安
心
の
毎
日
を
!!

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会

員
の
方
向
け
に
3
つ
の
保
険
を
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

　
傷
害
保
険
24
時
間
型
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
中
の
ケ
ガ
の
み
な
ら
ず
、
日
常
生
活

で
の
ケ
ガ
も
補
償
の
範
囲
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
傷
害
保
険
活
動
型
は
、
活
動

中
の
ケ
ガ
の
み
の
補
償
で
す
。

　
ま
た
、
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
時
な
ど
の
賠
償
責
任
保
険
も
あ

り
ま
す
（
単
位
ク
ラ
ブ
全
会
員
加
入
が

条
件
）。

　
万
一
に
備
え
、
会
員
み
ん
な
で
、
そ

し
て
ク
ラ
ブ
で
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

老人クラブ会員向け老人クラブ会員向け
保険のご案内保険のご案内

お得な
　保険です！
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「
ハ
イ
サ
イ
。
グ
ス
ー
ヨ
ー 

チ
ュ
ー　

ウ
ガ
ナ
ビ
ラ
。
ワ
ン

ネ
ー　

木
下
勝
範　

ヤ
イ
ビ
ー

ン
。
ユ
タ
サ
ル
グ
ト
ゥ 

ウ
ニ

ゲ
ー
サ
ビ
ラ
」

　

本
年
4
月
か
ら
、
活
動
推
進

員
と
し
て
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
事
務
局
に
務
め
て

い
ま
す
、
木
下
勝
範
と
申
し
ま

す
。
突
然
の
ご
あ
い
さ
つ
を
沖

縄
の
言
葉
で
書
い
て
み
ま
し

た
。
内
容
は
「
皆
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
私
は
、
木
下
勝
範
と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」
と
い
う
意
味

で
す
。

　

私
自
身
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

福
岡
県
で
す
。
な
ぜ
、
沖
縄
の

言
葉
か
と
い
え
ば
「
海
の
青
さ

に
空
の
青
…
」
の
歌
詞
で
始
ま

る
「
芭
蕉
布
」
に
描
か
れ
る
自

然
や
風
景
、
そ
し
て
人
と
の
出

会
い
に
ひ
か
れ
て
20
年
余
。
何

よ
り
「
泡
盛
」
大
好
き
。「
ソ
ー

キ
そ
ば
」
大
好
き
。

　

沖
縄
は
「
長
寿
の
邦
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
皆
さ

ん
も
苦
し
い
時
代
を
乗
り
越
え

て
、
小
さ
な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら

ず
「
ナ
ン
ク
ル
ナ
イ
サ
ー
」
の

お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
、
人
生

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
暁
に

は
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
仲

間
と
一
緒
に
豊
か
な
シ
ル
バ
ー

ラ
イ
フ
が
送
れ
ま
す
よ
う
、

様
々
な
活
動
の
お
手
伝
い
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

クロスワードパズル

F

9 10

11

21 53

15

E

7

C

6

554

8

12

16

13 14

A

17

20 21

19

B

18

D

タテのかぎ

  1 水泳、自転車、ランニングで競う鉄人レース
  2 才知や徳のある、すぐれた人
  3 門前○○を為す
  4 畳表になる植物といえば
  5 噛んだ後は紙に包んで捨てよう
  8 物が見えにくく、目が疲れる。
　  二重に見えたりもする
10○○○無援だが、負けないぞ
12 同類の動物が互いに食い合う
14 赤ちゃんはこの中ですやすや
16 その道の、玄人です
19○○の筍のように乱立

ヨコのかぎ

  1 札幌の名所といえばここ
  6 お昼の 12 時だ。今日は何にしようか
  7 重さの単位ですね
  9 同じ状態を保ち続ける。○○費がかかるなあ
10 新参の反対は？
11 輪になった紐で、いろんな形を作るよ
13○○に交われば、赤くなる
15 床を拭く清掃用具ですね
17 ゴルフでパー 5 のホールは○○○ホールと言う
18 殿中、松の○○○で刃傷事件が !?
20 英語で書くと pond
21 アフタヌーンです

　タテ、ヨコのヒントをもとに答
えを見つけ出し、マスを埋めてい
きましょう。A〜 Fのマスの文字
を順に並べると、ある単語が出来
上がります。

事務局通信事務局通信

✿ 第 1 回目 ✿

【
事
務
局
通
信 

お
ま
け
の
答
え
】
①
だ
く
じ
ゃ
く 

②
は
え
ば
る 

③
こ
ち
ん
だ

　
さ
て
、
な
ん
と
読
む
で
し
ょ

う
。
沖
縄
の
地
名
で
す
。

①
大
工
廻(

沖
縄
市)

②
南
風
原(

島
尻
郡)

③
東
風
平(

八
重
瀬
町)

【
答
え
は
10
ペ
ー
ジ
下
】

お
ま
け

● ● ふれあい原稿募集ふれあい原稿募集 ● ●

　次号「ふれあい第 73 号」に掲載する原稿を募　次号「ふれあい第 73 号」に掲載する原稿を募
集しております。集しております。
　下記の要領にて募集いたしますので、皆様ぜ　下記の要領にて募集いたしますので、皆様ぜ
ひご投稿ください！ひご投稿ください！

●原稿のジャンルは、クラブ活動、旅行記、郷土史、
　随想、文芸（俳句、短歌、川柳）など

●写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いします）

●クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してください。

●縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

●お送りいただく原稿は、全て自作未発表のものに
限ります。

　（二重投稿はご遠慮ください）
※�紙面の都合上一部割愛、掲載見送り等する場合もあ

ります。

〒 814-0192　
城南区鳥飼６–1–1 城南区役所１階
　　城南区シニアクラブ連合会事務局
� TEL：092-833-4107

宛先はこちら

原稿締切：令和3年 9月 30日（木）原稿締切：令和3年 9月 30日（木）



（11） 第 7 2 号  ふ れ あ い

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の

発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

�

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

編
集
後
記

　

爽
や
か
な
夏
、
暑
い
夏
、
酷
暑

な
夏
…
、
会
員
の
皆
様
は
ど
の
よ

う
な
夏
を
お
過
ご
し
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。「
ふ
れ
あ
い
第
72
号
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
、
総
会
を
は
じ
め
囲
碁
・

将
棋
大
会
や
各
種
事
業
も
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
会
員
の
皆
様
か
ら
多
数

の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
文
芸
作
品
（
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
な
ど
）
の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
広
報
部
員
一
同
、
張

り
き
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
広
報

紙
を
通
じ
て
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
や
、
楽
し
み
な
ど
を
皆
様
に

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

広
報
部
一
同

頭の体操 クロスワードパズル

ユウヤケグモ
（夕焼け雲）

解　答

F

9 10

11

21 53

15

E

7

C

6

554

8

12

16

13 14

A

17

20 21

19

B

18

D

ト ケ イ

ラ ン

イ ジ コ サ

チ グ ラ

ン

ム

イ ガダ

ア

ス

ヤ ト

ロ

ン

ン グ ロ ウ カ

リ

イ ケ ゴ ゴ

モ ツ プ リ

シ ユ

文
芸

俳　

句

　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会

　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会		

野
口　

久
美
子（

野
口　

久
美
子（
7979
））

手
に
馴
染
む
筆
の
穂
先
や
夜
の
秋

手
に
馴
染
む
筆
の
穂
先
や
夜
の
秋

衿
足
に
張
り
付
く
残
暑
き
の
ふ
け
ふ

衿
足
に
張
り
付
く
残
暑
き
の
ふ
け
ふ

処
暑
と
な
り

処
暑
と
な
り
積積つつ

んん
読読ど

く
ど
く

く
づ
す
夜
の
あ
り
て

く
づ
す
夜
の
あ
り
て

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ		

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8484
））

猛
暑
日
の
休
憩
中
か
蝉
の
声

猛
暑
日
の
休
憩
中
か
蝉
の
声

昼
さ
が
り
蝉
も
鳴
か
ぬ
猛
暑
な
り

昼
さ
が
り
蝉
も
鳴
か
ぬ
猛
暑
な
り

短　

歌

　

鳥
飼
校
区　

第
２
五
葉
会

　

鳥
飼
校
区　

第
２
五
葉
会		

上
原　

喜
進（

上
原　

喜
進（
8484
））

コ
ロ
ナ
禍
も
シ
ニ
ア
の
パ
ワ
ー
衰
え
ず

コ
ロ
ナ
禍
も
シ
ニ
ア
の
パ
ワ
ー
衰
え
ず

　
　

西
南
の
杜
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　

西
南
の
杜
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

恒
例
の
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
演
舞
台

恒
例
の
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
演
舞
台

　
　

出
来
ぬ
コ
ロ
ナ
の
博
多
は
寂
し

　
　

出
来
ぬ
コ
ロ
ナ
の
博
多
は
寂
し

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ		

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8484
））

運
命
か
生
死
も
知
れ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
の

運
命
か
生
死
も
知
れ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
の

　
　

兄
弟
姉
妹
の
無
念
さ
や　
（
姉
の
病
死
）

　
　

兄
弟
姉
妹
の
無
念
さ
や　
（
姉
の
病
死
）

不
自
由
な
手
が
ん
ば
り
折
り
し
一
輪
を

不
自
由
な
手
が
ん
ば
り
折
り
し
一
輪
を

　
　

ト
イ
レ
の
花
瓶
に
そ
っ
と
生
け　

　
　

ト
イ
レ
の
花
瓶
に
そ
っ
と
生
け　

((

主
人
主
人))

川　

柳

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会		

金
子　

琢
一
郎（

金
子　

琢
一
郎（
8686
））

入
っ
た
と
合
図
の
拍
手
に
バ
ー
ン
ザ
イ

入
っ
た
と
合
図
の
拍
手
に
バ
ー
ン
ザ
イ

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
三
個
も
出
た
が
５
０
で
す

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
三
個
も
出
た
が
５
０
で
す

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
出
し
て
も
冷
静
マ
グ
レ
で
す

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
出
し
て
も
冷
静
マ
グ
レ
で
す

　

七
隈
校
区　

菊
寿
会

　

七
隈
校
区　

菊
寿
会		

は
る（
は
る（
7979
））

手
作
り
で
ひ
と
き
わ
め
だ
つ
マ
ス
ク
美
人

手
作
り
で
ひ
と
き
わ
め
だ
つ
マ
ス
ク
美
人

「
お
ー
い
お
茶
」「
は
ー
い
」と
出
て
き
た
ド
ク
ダ
ミ
茶

「
お
ー
い
お
茶
」「
は
ー
い
」と
出
て
き
た
ド
ク
ダ
ミ
茶

耳
が
鳴
る
古
希
古
希
骨
も
鳴
り
出
し
た

耳
が
鳴
る
古
希
古
希
骨
も
鳴
り
出
し
た

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会		

山
野
井　

豊
子（

山
野
井　

豊
子（
9292
））

生
き
て
来
た
証
し
が
欲
し
い
五
輪
待
つ

生
き
て
来
た
証
し
が
欲
し
い
五
輪
待
つ

新
型
コ
ロ
ナ
特
効
薬
に
夢
を
か
け

新
型
コ
ロ
ナ
特
効
薬
に
夢
を
か
け

こ
の
辺
で
手
を
打
ち
ま
し
ょ
う
遺
産
わ
け

こ
の
辺
で
手
を
打
ち
ま
し
ょ
う
遺
産
わ
け

モ
ヤ
モ
ヤ
を
佛
に
語
る
一
人
者

モ
ヤ
モ
ヤ
を
佛
に
語
る
一
人
者

　

長
尾
校
区　

第
一
朋
友
会

　

長
尾
校
区　

第
一
朋
友
会		

津
留
﨑　

利
雄（

津
留
﨑　

利
雄（
8787
））

遠
山
の
緑
を
隠
す
う
す
霞

遠
山
の
緑
を
隠
す
う
す
霞

初
曾
孫
誕
生
餅
踏
み
え
び
す
顔

初
曾
孫
誕
生
餅
踏
み
え
び
す
顔

コ
ロ
ナ
禍
が
人
を
狂
わ
す
罪
と
罰

コ
ロ
ナ
禍
が
人
を
狂
わ
す
罪
と
罰



第 7 2 号第 7 2 号   ふ れ あ いふ れ あ い （12）（12）

「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　城南区シニアクラブ連合会では、一緒に活動する仲　城南区シニアクラブ連合会では、一緒に活動する仲
間を募集しています。間を募集しています。
　シニアクラブは、仲間づくりや健康づくりなどの活　シニアクラブは、仲間づくりや健康づくりなどの活
動だけではなく、長い人生で得た知識や経験を生かし動だけではなく、長い人生で得た知識や経験を生かし
て地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会奉仕て地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会奉仕
活動にも取り組んでいます。シニアクラブで一緒に第活動にも取り組んでいます。シニアクラブで一緒に第
2 の人生を輝かせましょう！2 の人生を輝かせましょう！

《連絡先》
お気軽にお問合せください

〒 814-0192　城南区鳥飼６–1–1 城南区役所１階

城南区シニアクラブ連合会 TEL：092-833-4107

グラウンド・ゴルフ大会グラウンド・ゴルフ大会

演芸大会演芸大会

作品展作品展 生
き
が
い
の
あ
る

　

楽
し
い
人
生
を

シニアクシニアクラブラブでで
毎日毎日がが充実！充実！

会員
募集中

世代間
交流

生きがい
づくり

友愛
活動

地域貢献

奉仕
活動

仲間
づくり

健康
づくり

★同世代の仲間がほしい方
★健康の保持増進をしたい方
★知識や経験を生かしたい方

こんな方にオススメ！

囲碁・将棋大会囲碁・将棋大会 60歳以上の方60歳以上の方ならどなたでも！ならどなたでも！


